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今回・次回の 2回のテーマ
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今回・次回の 2回のテーマ

テキストとの関連でいえば　

• 今週：第 2章の前半部分 +補足

• 2.1節： 家計の消費行動

• 2.2節： 家計はどのように消費を決定しているか

(∗) 「2.5節：補論」の内容も 2.2節と密接に関連しているので今回解説

• 来週：残り＋補足

• 2.3節： 貯蓄関数

• 2.4節：消費に関するいくつかの仮説
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家計

• ミクロ経済学における「家計」
1 「消費者」としての側面

2 「労働者」(もしくはより広く「生産要素の供給者」)としての側面

• マクロ経済学における「家計」: 上記の 1, 2に加えて

貯蓄を行う「資金供給者」 としての側面

に着目
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家計

• この「着目する側面の違い」が，どう分析を変える？

• ミクロ経済学：家計は

「自らの所得から，『どの財を，どれだけ』消費するのか」 を決定

→ これを「効用最大化」の手法で分析

• マクロ経済学：家計は

「自らの所得から，『いつ，どれだけ』消費するのか」 を決定

→ これを「効用最大化」の手法で論じるのが今日のテーマ
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家計はどのように消費を決定しているか

• 現在のマクロ経済学のスタンス：ミクロ経済学同様，効用最大化か
ら消費の決定を論じる

• 消費と貯蓄の, それぞれの目的 (メリット)を考えることからス
タート

• 消費の目的→ 消費すれば現在の効用が上昇

• 貯蓄の目的→
::::::::::::::::::::::
貯蓄すれば将来の消費が可能 → 将来の効用が上昇
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ポイント

ポイント� �
「貯蓄→将来消費 ↑ →将来効用 ↑」を

::::::::
現時点で考慮� �

⇓
異時点間のトレード・オフが存在
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以降の仮定

• 「現在 vs. 将来」を考える上でもっとも簡単な 2期間の問題を考察．

• 変数は，すべて「実質」の値を示す．
→ すべての財やサービスはマクロ的な価格指数で割られた後の値

• これから登場する変数やパラメータの意味：
1 期間 (period)を表す t. t = 1, 2.

2 t期の消費： Ct

3 t期の所得：Yt

4 第 1期から第 2期への貯蓄： S

5 貯蓄の収益率=利子率: r
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家計の効用関数

• 家計の効用関数：各期の効用 uのウェイト和

U(C1, C2) = u(C1) +
1

1 + ρ
u(C2)

• 仮定：
1 両期において，u′(Ct) > 0，u′′(Ct) < 0

2 ρ > 0: 時間に関する主観的割引率 (subjective discount rate)

→ ρ > 0の意味：
第１期において，第２期の効用は低く見積もられる

(∗) β を β ≡ 1

1 + ρ
で定義．以下ではこちらを使う．
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効用関数の仮定について

• 「妥当な仮定だろうか？」

→ 当然人の好みは違うが，共通に成立している性質もありそう．

→ その性質を捕まえられているだろか？

• U(C1, C2)が持つ「好み」の性質：

1 d

2 d

3 d
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家計の予算制約

• 「所得によって消費可能な量 (or 額)が制限される」という，我々
が直面する現実を捉える条件を「予算制約」という．

• いま，現在 (t = 1)と将来 (t = 2)があるので，予算制約は 2本必要

第 1期の予算制約： Y1 = C1 + S (1)

第 2期の予算制約： Y1 = C1 + S (2)
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効用最大化問題

• 以上より，「今日どれだけ消費して、明日どれだけ消費するか」を決
める効用最大化問題は次のように定式化される．

効用最大化問題� �
max
C1,C2

u(C1) + βu(C2)

s.t. (1), (2)� �
• 制約条件 (1), (2)より以下の 1本の方程式を得ることができる：

C1 +
C2

1 + r
= Y1 +

Y2

1 + r
(3)

→ (3)式を異時点間の予算制約という．
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最適消費計画と最適貯蓄

• 上記の効用最大化問題を解く消費計画 (C1, C2)，貯蓄 S をそれぞ
れ最適消費計画，最適貯蓄と呼ぼう．

• 以下では，最適消費計画を (C∗
1 , C

∗
2 )，同貯蓄を S∗ と表記する．

(∗) 最適貯蓄は負，すなわち借入を行ってもそれが効用最大化の結
果であれば構わない．ただし，−(1 + r)S∗ < Y2である必要がある．
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導出

• 最適消費計画，貯蓄の導出⇔ 効用最大化問題を解く
→ 板書．
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効用最大化の図による理解

• 各期の予算制約→ 実行可能領域 = C1 +
C2

1 + r
≤ Y1 +

Y2

1 + r

実行可能領域

傾き
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効用最大化の図による理解

• 最適消費計画を図示

この点における無差別曲線の傾き

傾き
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最適消費計画の特徴

家計の意思決定の特徴：

1 現在だけでなく，将来の所得も織り込んで消費を決めている：
• 従って，ある二人の間で現在の所得が同じでも，将来見込まれる所得
に違いがあればこの二人の消費プランは異なってくる．

2 消費を時点にわたって平準化している．

• もうすこし柔らかくいうと，どちらか一方の期に偏って消費するので
はなく，どちらの期にもまんべんなく消費できるようにプランを立て
ている．
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最適消費計画の特徴

• (C∗
1 , C

∗
2 )に影響を与えるもの 　

⇒ Y1, Y2, r, ρ

• 分類すると
1 Y1: 計画を立てる現在時点で把握可能

2 Y2, r: 将来時点の変数なので，現時点で主体は予測
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次回

• 将来所得を見越したうえで，消費を平準化する，という結果
⇓
その背後には，「家計主体が貯蓄/借入を行える」，という行動

(例 1) 退職直前のサラリーマン
⇒ 貯蓄して退職後に備える

(例 2) 就職が決まった学生
⇒ 初任給を見越してちょっと奮発して買い物

• 次回のテーマ:

1 最適消費計画と貯蓄の関係

2 所得や利子率，市場構造の変化に，家計主体は貯蓄をどう変化させ
るか.
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